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【利用上の注意】 

 
１ 本実施状況は令和６年度の実施状況（令和７年 3月 31 日時点）を取りまとめたもので

ある。 

 

２ 本実施状況の取りまとめは全国である。 

 

３ 表中の数値については表示単位未満を四捨五入しているため、合計とその内訳の積算

値が一致しない場合がある。 

 

４ 表中に使用した記号は以下のとおりである。（都道府県別の実施状況に限る） 

  「０」・・・単位に満たないもの（例：0.4ha → 0ha） 

  「－」・・・事実のないもの 

 

【留意事項】 

 

・図表中の令和６年度の取組実績については暫定値となっており、令和７年 8 月末の公表

をもって確定とし更新するものとする。 
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１．支援対象取組の実施状況 

    

（１）実施市町村数、実施件数及び実施面積 

 

ア 実施市町村数 

令和６年度に本事業に取り組んだ市町村は894市町村となり、全市町村のおおむね半 

数で実施している。 

 

     表１－１ 取組市町村数                       

 

 

 

 

 

注：全市町村数は、総務省調べによる全国の市町村数。 

 

イ 実施件数及び実施面積    

令和６年度の実施件数は3,369件となり、令和２年度から214件（6.8%）増加し、実

施面積は90,615haとなり9,826ha（12.2%）増加している。 

 

   表１－２ 実施件数            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 全市町村数 

① 

実施市町村数 

② 

実施市町村率 

②/① 

令和２年度 1,718 841 49% 

令和３年度 1,718 846 49% 

令和４年度 1,718 852 50% 

令和５年度 1,718 877 51% 

令和６年度 1,718 894 52% 

 実施件数 
実施面積

(ha) 

令和２年度 3,155 80,789 

令和３年度 3,144 81,743 

令和４年度 3,163 82,803 

令和５年度 3,245 86,545 

令和６年度 3,369 90,615 

令和６年度暫定値 

令和６年度暫定値 
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（２）支援対象取組別の実施面積 

令和６年度の実施面積90,615haを支援対象取組別にみると、地域特認取組が

26,146ha（全体に占める割合は29％。以下同じ。）、次いで堆肥の施用24,097ha（27％）、

カバークロップ16,031ha（18％）、有機農業14,631ha（16％）の順となっている。 

取組別実施面積を令和２年度と比較すると、堆肥の施用、リビングマルチ、長期中干

し、秋耕、有機農業、地域特認取組が増加している。 

 
表１－３ 支援対象取組別の実施面積                              

 

                                                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度暫定値 

図１－１ 令和２年度と令和６年度の支援対象取組別の実施面積割合の比較 
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（３）作物区分別の実施面積 

  

令和６年度の実施面積90,615haを作物区分別にみると、水稲が59,421ha（全体に占め

る割合が66％。以下同じ。）で最も多く、次いで麦・豆類12,984ha（14％）、花き・そ

の他8,414ha（９％）、いも・野菜類7,353ha（８％）、果樹・茶2,443ha（３％）の順と

なっている。 

作物別実施面積の割合を令和２年度と比較すると全体の実施面積は増加している中

で、水稲が３％減少しており、麦・豆類、いも・野菜類、果樹・茶の割合が１％増加し

ている。 

 

  表１－４ 作物区分別の実施面積                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⽔稲
59,421 

（66%）

⻨・⾖類
12,984 

（14%）

いも・野菜類
7,353 （8%）

果樹・茶
2,443 （3%）

花き・その他
8,414 

（9%）

令和６年度 

90,615ha 

⽔稲
55,679 
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80,789ha 

図１－２ 令和２年度と令和６年度の作物区分別の実施面積割合 

令和６年度暫定値 
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（４）地域ブロック別の実施面積              

 

令和６年度の実施面積90,615haを地域ブロック別にみると、北海道が22,577ha（全体

に占める割合が25％。以下同じ。）と最も多く、次いで東北が22,188ha（24％）、近畿

が16,172ha（18％）、北陸が8,978ha（10％）の順となっている。 

 

表１－５ 地域ブロック別の実施面積                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

図１－３ 令和２年度と令和６年度の地域ブロック別の実施面積割合 

令和６年度暫定値 


